
「家庭の日」「青少年を育む日」 

啓発作品集（入賞作品） 
 

青少年育成甲斐市民会議では、“毎月第１日曜日は「家庭の日」・毎月

第３日曜日は「青少年を育む日」”とし、これを多くの皆さんに知って

いただき、家族揃って温かい心のふれあいを図ったり、地域での青少年

の健全育成に積極的に関わっていただきたいと願っています。 

 この活動を広く普及させるため、市内小中学校の児童・生徒の皆さん

へ「家庭の日」「青少年を育む日」のポスター・作文・標語による啓発

作品の募集を行いました。 

小中学校のご協力により、作文の部９１２点、ポスターの部１，３４

０点、標語の部１，６７３点、総数３，９２５点と多数の応募をいただ

きました。作品は各学校での審査後、青少年育成甲斐市竜王・敷島・双

葉地区民会議での審査を経て、青少年育成甲斐市民会議で審査を行い、

青少年健全育成推進大会で表彰をしました。 

各部門最優秀・優秀に選ばれた作品について、作品集としてまとめま

したので、是非ご覧ください。 

 

※受賞者名敬称略。一覧、作品掲載の順序は、賞名ごと、学校順、学年順、五十音順に記

載しており、同一の賞のなかで順位付けしたものではありません。 
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作文の部 作品 小学校低学年 

（作文は原文のまま掲載しています） 

最優秀 

「 大切な家族の時間 」  

敷島南小学校   三年  前田  夏々帆 

  

 わた しは 、 ５人家族です 。 お父さん ・ お母

さん ・ お兄ちゃん ・ お姉ちゃん ・ わたしの ５

人です 。 いつも夕食は 、 ダイニングテーブル

で ５人ですわって食べていま した 。 しかし 、

今年の ４月からは 4 人になって しまい 、 １ き

ゃ く のイスだけいつも誰もすわっていません 。

なぜなら 、 １ ０才年上のお兄ちゃんは大学生

にな り ４月から一人ぐ ら し を始めたからです 。

お兄ちゃんがいな く な り 、夕食中みんなの口

数がへり 、 と ても静かにな り ま した 。 お兄ち

ゃんがいた時は 、みんながかわりばんこで話

を していて 、話と話の間にしずかな時間は少

し もあ り ませんで した 。今は 、 あいたイス と

静かにあいた時間があり とても さびしい気持

ちにな り ます 。 この前 、 お兄ちゃんが久しぶ

りに家に帰ってきま した 。 お母さんもお父さ

んもお姉ちゃんも とても明る く な り夕食の話

も静かな時間がまった く ない楽しい時間で し

た 。今までは 、ぜんぜん気が付かなかったけ

ど 、家族そろ っている時間がこんなに楽し く

幸せなんだと思いま した 。 お兄ちゃんが帰っ

て しまい 、 また静かな夕食になって しまいま

した 。 それでも今は 、わたし とお姉ちゃんで

学校であった話や友だちの話 、 ユーチューブ

の話やアニ メの話を今までいじ ょ う にた く さ

ん話すよ うにな り ま した 。  

 あた り まえだけど 、ずっ と続かないこの家

族みんなでいる時間は今のわたしの宝物です 。

幸せな時間をいつまでもわすれないよ う にい

っぱい話していっぱいわらい合いたいと思い

ます 。今お姉ちゃんは高校２年生です 。 ２年

後にはお姉ちゃんも大学生にな り家にはお父

さんお母とわたしの ３人にな り ます 。 さびし

いのはき っ とわたしだけではな く 、一人にな

るお兄ちゃんやお姉ちゃんも同じだし 、赤ち

ゃんの時からずっ といっ し ょ なのに 、少しず

つ家族が家からいな く なって し ま う お母さん

やお父さんはも っ と さびしいだろ う な と思い

ま した 。  

 なので 、今の家族みんなでいる時大切にし

て明る く て楽しい幸せいっぱいの時間をた く

さん作ろ う と思います 。夏休みには 、家族で

広島にいきま した 。広島では原ば く し り ょ う

館にも行きま した 。せんそ うがあった時代に

はいっ し ゅんで家族をな く した人たちがた く

さんいたこ と を知り ました 。わたしが今あた

り まえに家族といられる こ とがどれだけ幸せ

なこ となのかわかり ました 。 そ して 、家族の

大切さ を も っ と大切にしていきたいと心から

つよ く 思いま した 。  

 

 

優秀 

「 お じいちゃんとわたし 」  

玉幡小学校   三年  花輪  環那 

 

私の家のとな りにはおじいちゃんとおばあ

ちゃんが住んでいます 。 おじいちゃんは畑で

た く さんの野さいを育てています 。何を作っ
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てもおいし く て 、 り っぱな野さいです 。今の

季節は毎朝新せんなキュウ リ 、 ト マ ト 、 オク

ラ 、 ナス 、 モロヘイヤ 、 ピーマンなどがとれ

るので 、友達から とても う らやま しがられま

す 。 と てもおいしそ う なえだ豆も とれるので

すが 、大豆アレルギーの私は食べれないのが

残ねんです 。  

そんな元気なおじいちゃんですが 、 ３年前

の夏に 「 の う こ う そ く 」 で救急車で運ばれた

こ とがあ り ます 。夜おそ く だったのですが 、

おじいちゃんが心ぱいで 、 なかなかねむれな

かったです 。 おじいちゃんは早 く に救急車を

よんだので 、軽いのう こ う そ く ですみ 、 １週

間の入院で帰ってこれま した 。が 、今までお

じいちゃんがあた り まえにやっていた畑しご

とや 、犬の散歩などがしばら く の間できな く

な り家ぞ く みんなで協力してやる こ とに決め

ま した 。 おばあちゃんは 、犬の散歩 、私はお

父さんとお母さんと一緒に朝早めに起きて野

さいの収か く の手伝いをやり ま した 。 いつも

元気でいて く れたおじいちゃんが 、急に病気

になって しまい今まであた り まえにやってい

たこ とができな く なって し まいま したが 、家

ぞ く で支えてい く こ とが大切だと思いま した 。

私の大好きな甲斐市の特産品の八幡芋も作っ

ていたのですが 、 この病気がき っかけと 、年

を と って大変なので作るのをやめて しまいま

した 。私はとてもかなしかったのを覚えてい

ます 。 でもおじいちゃんのふたんになってい

たのなら しかたないなと思いま した 。今では

すっかり元気になって 、今までのよ うに畑し

ご と もやっていますが 、 ５月の田植えや １ ０

月のいねかりは私も手伝っています 。 おじい

ちゃんのお米はおいしいので毎年楽しみで

す 。  

夏休みはじまってすぐにお母さんと料理教

室へ行き 、 そこから料理ににき ょ うみがでて 、

おじいちゃんのピーマン と玉ねぎを使って ３

０個のピーマンの肉づめを作り ま した 。 おじ

いちゃんおばあちゃんにも食べても らい 、

「 すご く おいしかったよ 」 とニコニコで言っ

ても らえて うれしかったです 。 この前は 、私

のひざよ り も長い大きな大きな大根がとれた

時は 、みんなで大わらいしま した 。虫がにが

てで 、 こわい時もあるけど 、 お母さんは 「 食

育だねー 。 おじいちゃんに感し ゃ しないと

ね 。」 と よ く 言います 。 おじいちゃんが 、元

気になって毎日やさいを作って く れるおかげ

だと思います 。 これから もお手伝いをた く さ

んしたいです 。 おじいちゃん 、 おばあちゃん

にいつまでも元気でいても らいたいとあらた

めて思いま した 。  

 

 

優秀 

「 ち ょ う ち ょになったおばあちゃん 」  

 双葉西小学校   二年  小松  楓歩   

  

  き ょ年の九月に 、 おばあちゃんがな く な

り ま した 。 とつぜん学校にれんら く があって

早 く かえる こ とになってな く なったこ と を知

り ま した 。 とつぜんでしんじ られない気も ち

で した 。 おそ う し きがおわっても 、 ずっ と さ

みしい気も ちがつづきま した 。  

 そんなある日 、 にわにち ょ う ち ょがとんで

いるのを見つけま した 。 その黒いち ょ う ち ょ

は 、 まいにちにわに く るよ う にな り 、 すこ し

ふしぎな気も ちにな り ま した 。 そのこ と を 、

おかあさんに話してみる と 「 あのち ょ う ち ょ

は 、 き っ とおばあちゃんなんだよ 。かほのこ

とがしんぱいで見に来たんだよ 。」 と言いま
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した 。 と ても 、 びっ く り し ま した 。 それから 、

う んど う会のと きやピア ノのはっぴ ょ う会で

むずかしい曲をひ く と き 、 できたのはち ょ う

ち ょ になったおばあちゃんが見て く れていた

からなんだとおもいました 。 それから 、 しば

ら く し てち ょ う ち ょは来な く なって し まいま

したが 、 き っ と ど こかで見ていて く れる とお

も ったら 、がんばれるよ う な気がします 。家

ぞ く がな く なったのは 、はじめてで 、 と ても

かな しいこ とだ と知り ま した 。 こんどあのち

ょ う ょ うが来たら 、がんばっている と こ ろを

見せたいと思います 。 そ して 、 おばあちゃん

ありがと う 、がんばるからずっ と見ていてね

って言いたいです 。  
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作文の部 作品 小学校高学年 

（作文は原文のまま掲載しています） 

最優秀 

「 家族って最高 」  

    敷島小学校   五年  窪田  颯陽   

 「 あーまた始まった 。」 いつも決まってぼ

く が思う事だ 。  

 それは何かとい う と 、妹達のケンカだ 。ぼ

く には二人の妹がいる 。上の妹はやさ し く て

何でもやって く れる し っかり者で 、手伝いや

下の妹の面ど う を見て く れる 。 むし ろ兄のぼ

く よ り も し っかり し ている と思うほどだ 。 そ

して 、 スポーツ万能でおし ゃべり な下の妹 。

末っ子とい う事もあ り 、気が強 く てわがまま

だ 。  

 そんな二人は仲が良い時は 、 いつも く っ付

いて一緒に遊んでいる 。 も ちろんぼ く も一緒

に遊ぶのだが 、女同士きずなは違う よ う だ 。  

 だが 、 その時は突然やって く る 。試合開始

の合図のよ う に 、怒りのベルが聞こえるのだ 。

「 あー今日もか 」 と思いながらぼ く は止めに

入るのだが 、 いつ間にかまき込まれ 、ぼ く ま

でもケンカの仲間入りに ．．．。 「 あーやって

しまった 」 と気づいた時にはおそ く 、みんな

ま とめて しかられるはめに 。  

 今考える と何でケンカを していたのかもわ

すれ 、気づいたらいつものよ うに仲良しにな

っていた 。仲直り したわけでものないのに 、

兄妹って不思議だ 。  

 そんなぼ く 達兄妹は 、 ケンカをする事ばか

り ではない 。良い意味でコ ミ ュニケーシ ョ ン

を取る事も多 く 、食た く をかこみながらみん

なで楽し く 会話を している 。 「 今日の給食〇

〇がおいしかったね 」 「 ジ ャ ンケンに勝って

おかわり を も ら った 」 など給食についての話

や 、 「 今日休み時間何してた？ 」 「 私はみん

なでおにごっ こ し てたよ 」 「 そ う いえば会っ

たよね 」 など学校であった話でも り上がる こ

とが多い 。会話がはずみすぎて 「 先にご飯食

べてち ょ う だい 」 と言われる こ と も多いが 、

ぼ く はこの時間が好きだ 。みんなで く だらな

い話をする 。当た り前の事だが当た り前の事

こそが幸せなんだと思う 。  

 夏休みにな り 、妹達は児童館へ行きぼ く は

一人で留守番をする 。  

「 あーやっ と静かになって良かった 」 と一人

を楽しんでいるが 、 「 今何を しているかな？ 」

とついつい気になってしま う 。 う る さいと思

っていたはずなのに 、静かになる と何だかさ

みし く なる 。  

 ぼ く はなんだかんだお兄ちゃんなんだなー 。

いろいろがまんする こ とが多 く 、 「 お兄ちゃ

んになんてな りた く てなったんじ ゃないのに 」

「 一人っ子の方が良かった 」 と前は思う こ と

もあったが 、今は一人よ り もみんなでする方

が何倍も楽しいと感じ る 。  

 「 早 く 帰って来ないかな 」 と ち ょぴ り待ち

通しい時もあるが 、 「 いやまだ帰って来ない

方が幸せかも 」 と複ざつな気分にな り ながら 、

妹たちの帰り を待っている 。  

 いつも思う事は 、 「 毎日が楽しいってこ と 」

これって本当に幸せな事だと思う 。  

 一人よ り も二人 。二人よ り も三人 。幸せの

数はどんどんふえてい く 。 それに気づかせて

く れたのは 、兄妹のおかげ 。  

「 産まれてきて く れて 、 あ りがと う 。」  
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「 ぼ く をお兄ちゃんにして く れてあ りがと

う 。」  

 家族って本当に最高だ 。  

 

 

優秀 

「 私にできる こ と 」  

   竜王小学校   六年  高橋  柚來 

 昨年の １ ２月に私の母は大きな病気にな り

ま した 。 そ して 、 その病気を治すために 、半

年の間に大きな手術を ２回も受けま した 。大

好きだったおじいちゃんが病気で亡 く なって

いるので 、母が病気になったと聞いた時には 、

と ても不安で心配にな り ま した 。母は元気で

見た目だけでは 、 ど こがわるいのか外からは

わかり ません 。手術の直前までは仕事もふつ

う にしていま した 。  

 母が入院した病院は１ ５ さい未満の子供は 、

お見まいには入る こ とができません 。 だから

電話やメールで毎日れんら く を し ま した 。退

院を しても手術したきずがすごい 、 いたいと

言っていま した 。 それに手術の影き ょ う で う

でが上がらな く なっていま した 。 しかも手の

力がよわ く なって 、 おもいものを も った りす

るのが大変になっていま した 。  

 退院後に 、 お風呂でかみの毛を洗って手伝

いま した 。 その後に 「 気も ちよかったよ 」 っ

て言って く れて うれし く な り ま した 。  

 その後 、病気を治すための く す り をのむよ

う にな り ま した 。のんでいた く す りの副作用

で体調がわるい日が多 く な り ま した 。立って

いるのもつらそ う な時もあ り ま した 。私はな

にかてつだえる こ とはないかな と考えた時に

料理とい う こ と を思いつきま した 。私はも と

も と料理が好きだったこ と もあって 、 「 これ

ならできる！ 」 と思ったので進んで手伝う よ

う にな り ま した 。一緒に作った りする こ と も

あれば 、一人で作る こ と もあ り ます 。好きな

こ とだ と手伝いでも楽し く できる こ とができ

ま した 。  

 しばら く し て再び入院し手術を しま した 。

１回目よ り も きずが大き く ていたそ うにして

いま した 。動 く のをたいへんそ うにしていま

した 。私は買い物へ行った時は荷物をはこん

だ りするのは自分の係だと思っているのでせ

っ き ょ く てきにはこんだ り し ています 。  

 元気な私はなんと もな く 簡単に出来る こ と

も母はとても大変そ うにしていま した 。 いま

までは 、私はし ゅ く だいの後もゴロゴロ して

好きなこ と を し て過ご していま したが 、今で

は出来る こ と を見つけて手伝いを して出来る

こ と をふやしています 。私が手伝う と母がよ

ろ こんで く れます 。 よろ こんでいるのを見る

と自分も うれし く な り ます 。 なので手伝いを

これから も していこ う と思いま した 。  

 家族が病気になって思ったこ とは 、母が病

気で大変だけど 、昔は今と ちがってできる こ

とがす く なかったけど今は母が病気になって

自分がやらないといけないこ とが多 く なって

昔と く らべたら生活が変わったな ぁ っ とかん

じてます 。自分から したら簡単なこ と も 、母

がやる と時間がかかっていた り し て大変そ う

にしています 。手術がおわっても母はまだま

だ大変そ うにしています 。  

 私が思ったこ とは 、大変な時こそ 、私に出

来る こ とはなにかなって考え自分でできる こ

と を自分で して 、大変そ う な時は手伝いを し

て支えてい く こ とが大切だと思いま した 。  

 私にできる こ と 、 それは大変な時こそたす

けあって 、少しでも家族みんな笑顔ですごせ

るよ う に 、 すすんで手伝いを し 、支えてい く



 

- 6 - 

こ と です 。  

 

 

優秀 

「 手を と って 」  

   竜王小学校    六年  大内  星奈   

 近所のバス停に 、車いすに乗った男の人を

見かけます 。 ある時は 、右手につえをついた

女の人が横断歩道をわたっています 。 その他

にも 、 おし ぐるまをひいているおばあさんや

白いつえを持ったお兄さんも見かけます 。町

に出る とそ う した体の不自由な人や高齢者に

出会う こ とがあ り ます 。 も し 、 その人たちが

困っていた時 、私はすぐにかけよって声をか

ける こ とが出来るだろ うか 。 そんなこ と を自

問自答して しまいます 。  

 私の両親は 、体になんらかの不自由さ をか

かえている人を助ける仕事を しています 。 あ

る日 、母は家で手話を勉強していま した 。 な

ぜかと聞 く と 、 「 耳の聞こえない人を担当す

るから 」 と 、 教えて く れま した 。私は 、 「 紙

に書いて話を したらいいんじ ゃないの？ 」 と 、

提案しま した 。 する と母は 、 「 も ちろんそ う

なんだけどね 。 その人はき っ と不安の中来て

く れる と思うの 。 だからね 、みんなが言葉で

し ゃべるよ う に 、 その人は手話を使っている

のであれば 、少しでも同じ よ う にコ ミ ュニケ

ーシ ョ ンがとれたら安心するんじ ゃないかな

と思うんだ 。」 そ う いいながら 、一生懸命勉

強していま した 。 そんな母の姿を見た私は 、

よ り そ う 、 とい う事を知り ま した 。 また 、家

族ででかけた時に 、 つえをついたおばあさん

を見かけま した 。少しふらふら していたので 、

父はすぐにおばさんの所にかけよ り 、 「 大丈

夫ですか？ 」 と声をかけま した 。 する とおば

あさんは 、少しおどろいた様子で 「 あ りがと

う ございます 。大丈夫です 。」 と うれしそ う

に答えま した 。  

 私は 、母のよ う に個人を尊重し 、他人のた

めによ りそえるか自信があり ません 。父のよ

う に知らない人を 、 すぐに助ける こ とが出来

ず 、 ただただ見守る こ と しか出来ません 。一

人では 、やっぱり恥かし く て声をかけられな

いけれど地域の一人一人がも っ と周り を見て

色々なこ とに気がつ く こ とが出来たら 、住み

よい地域になる と思います 。  

 私の将来の夢は 、看護師になる こ とです 。

そ う思えたのは 、両親の背中を見たからです 。

でも私には 、 まだた り ないものがあり ます 。

それは 「 勇気 」 です 。 それを こ く ふ く し てい

く ために 、私の周りの人に優し く なれるよ う

な人間になろ う と思います 。 そ して 、少しず

つでもいいから助けが必要な人に声をかける

自信をつけていきたいと思います 。  
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作文の部 作品 中学校 

（作文は原文のまま掲載しています） 

最優秀 

「 家族が教えて く れたこ と 」  

    双葉中学校   一年  長田  真緒   

 私に摂食障害とい う診断が下されたのは 、

今年に入ってすぐのこ とだった 。摂食障害と

は 、極端な食事制限を してしまった り 、食べ

たものを意図的に吐いて しまった り 、 「 太る

事が怖い 」 や 「 やせたい 」 とい う強い気持ち

から体重を減らすための行動を取ってしま う

病気のこ とである 。摂食障害と一言で言って

も 、 この病気には人によ って様々な症状が見

られ 、私は神経性やせ症と診断された 。  

 この病気を知ったと き 、私は大いに驚かさ

れた 。加えて動揺も した 。自分は減量を して

いるつも り であっても 、無意識に 、病的な行

動へ走っていってしまっていたからだ 。最初

は食事制限が病気と診断される こ とは 、大袈

裟なのではないかと感じていたため 、 あま り

気に留める こ とはなかった 。 しかし 、減量を

続けてい く につれ 、私は心身の異変に気がつ

いていった 。体力は明らかに落ち 、少し体を

動かすだけで疲れてし ま う 。常に手先は冷た

く 、家族から も 「 顔色が悪い 」 と 、度々心配

されていた 。人と コ ミ ュニケーシ ョ ンを取る

こ とすら苦痛になっていき 、精神的にも追い

詰められていってしまっていた 。現行通りで

は 、肉体的にも精神的にも悪化するこ とは自

覚していた 。 しかし他方では 、 「 食べる 」 と

い う行為に 、未だに恐怖心を抱き 、食事量を

制限する こ とに安堵感を覚えている自分がい

た 。 このと き 、私は自分の行動が異常である

とい う こ とに気がついた 。  

 障害と向き合っていこ う と思ってからは 、

極端な食事制限をやめ 、少しづつ 、食事量を

増やしていった 。増やすこ とに今もなお抵抗

があったため 、食事を楽しめず 、日々息苦し

さ を感じ る こ とは多かった 。 しかし周りの支

援が 、私を後押し して く れた 。特に 「 家族 」

とい う存在は私の大きな心の支えとなった 。  

 私に持病がある こ と を知っている人は 、極

僅かであり 、 それ以外の人が私を見たと き 、

「 障害者 」 と理解しても ら う こ とは極めて困

難なこ とだろ う 。私は 、学校でク ラス メ イ ト

と共に給食を食べる こ とができず 、保健室で

食事を摂っている 。 ク ラス メ イ ト が協力して

重たそ うに食缶を持っている と き 、私は自分

一人だけのお弁当を持って歩いている 。私は

その度に 、申し訳ないとい う気持ち と罪悪感

に陥り 、摂食障害にさえならなければ迷惑を

かけずに済んだのか 、 と考え させられた 。周

りの視線に日々不安を抱 く 中で 、私は 、再び

学校に登校する こ とが怖 く なる日が く るので

はないかと 、懸念していた 。  

 自分に対する負の感情が収ま り き らない

日々の中で私は食事を摂る こ とができない

日々が続いていた 。徐々に口数が少な く なっ

てい く 私を見て 、心配した母は何度も相談に

乗って く れていた 。時に摩擦が生じ る こ と も

あったが 、見離すこ とな く 、 最後まで私の障

害に向き合って く れていた 。常に明る く 振る

舞っている父や弟も 、相談に乗る こ とはなか

ったが 、深刻な雰囲気にならないよ う普通を

装って く れている 、彼らな りの気遣いだった
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と思う と 、家族の優し さに 、何度も助けられ

てきたこ とが分かった 。振り返る と 、私を心

配して く れた人は家族だけでな く 、学校での

友達や先生など数多 く いる こ と を改めて思い

知った 。私は 、物事を悪い方向でばかり捉え

て しまったが 、 こんなにも身近に自分を考え

て く れている人がいるこ とに 、今一度 、家族

を通して気付 く こ とができた 。 そ う思う と 、

悪いものと して向き合ってきた摂食障害も 、

理解して寄り添ってあげるもの 、 と捉える こ

とが本当の向き合い方だ と思えて く る 。自分

を苦しめている原因は 、自分自身の考え方に

あるのだと 、家族が教えて く れたよ う な気が

した 。  

「 ご飯できたよ 。」  

私は 、食を連想させる この一言に苦手意識を

持っていたが 、今では母の温かみを感じ る こ

とのできる 、大好きな一言へと変わっていた 。

私は未だにこの障害で苦悩を抱える日々が続

いており 、周囲と違う自分を 、責める こ とは

多い 。 しかし最近は 、良い部分だけでな く 、

摂食障害を持っている自分も含め私である と

理解し 、寄り添えるよ う になってきている 。

だから こそ 、 それを教えて く れた 「 家族 」 と

共に団らんのできる 「 食事 」 とい う時間を 、

私は今まで以上に大切にしていきたい 。 「 家

族 」 は未だ食事を摂る事に抵抗がある私に 、

常に寄り添い 、 「 食 」 の素晴ら し さに気付か

せて く れた 。私はそのよ うに尽力して く れた

「 家族 」 を含めた周りの方に 、一日でも この

病気を治し 、元気になった姿を見せる こ とが

恩返しの為の一つの手段だと考えている 。恩

を返し 、 「 食 」 を愛せる時が く るまで 、私は

日々病気と向き合ってい く 。 そ して 「 家族 」

とい う尊い存在を大切にし 、共に支え合って

人生を歩んでいきたい 。  

 

 

 

優 秀 

「 家庭の日のメ ッ セージ 」  

    玉幡中学校   一年  岡本  ゆな   

 「 も う起きて！朝だよ 。」  

 母の大きな声で我が家は今日も一日が始ま

る 。 き りかかった眠たい目を こすり ながら枕

も との時計を見る と 、家を出る三十分前のい

つもの時間だ 。  

 同時にスマー ト フ ォンのＳ Ｎ Ｓ アプ リに メ

ッ セージが無いか確認する 。友達から重要な

連絡や面白い話題が来てないか確認してしま

う習慣行為だ 。何もないこ と を確認する と も

う一度布団の中に顔を うずめる 。暫 く して二

度目の怒号が響 く  

「 遅れるよ早 く 起きて！ 」  

ビ ク ッ と して渋々ベッ ドから起き上がる 。  

おぼつかない足取りで階段を下り てい く と 、

私よ り大分早 く 起床した母は常に着替えも済

ま し 、小さめのおにぎ り をひとつ作って私が

すぐに身支度できるよ う に準備して く れてい

る 。  

先ほどの母の怒号に反応したのか 、父も起

きて着替えを始めるが 、夜更かしの兄は相変

わらず寝たままだ 。  

おにぎ り を食べながら何気な く カ レンダー

を見る 。今日は月の第三日曜日 、 そ う家庭の

日だ 。毎月の第三日曜日が家庭の日である こ

と を 、宿題のために調べておいたから間違え

ない 。少し前に家庭の日について家族で話し

合い 、 その日になったら夕飯の時に家族につ

いてみんなで一言ずつ言お う と決めていた 。  
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今日がその日である 。今夜何を話そ うかな

と考えながら洗面所へ向かい 、鏡に映ったま

だ眠そ う な自分の顔を見つめるが何を言えば

いいのか思いつかない 。  

モヤモヤしたまま身支度を終え家を出る 。

母がいつものかけ声と同時に玄関で見送って

く れる 。外では 、父が私が乗ってい く 自転車

の状態をペッ トのチワワと一緒にチ ェ ッ ク し

て く れている 。 いやよ く 見る とチワワはただ

遊んでいるだけのよ う だがいやし効果は抜群

だ 。家の前の少し進んだと こ ろで友達と合流

し 、宿題の進捗状況や昨晩一緒に楽しんだオ

ン ラ インゲームの話題を しながら部活へと向

かった 。 そ して部活が終わり帰路につ く 頃に

は 、 すっかり今夜の一言の件は忘れていた 。

家に到着する と両親は 、家の掃除や庭の草刈

りなどを している 。自転車の片づけのついで

に 、父がやっている草刈り と花壇の水やり を

手伝い 、家に入る と汚れた体操着をすぐに母

が洗濯して く れる 。兄も起きており一緒にお

昼ご飯を食べた 。  

午後から宿題を片づけて しまお う と思い早

速取りかかったが 、数学問題でわからない所

があったので断念し 、気分転換にスマー ト フ

ォンのゲームを始めてしま う 。 と こ ろがこ ち

らでもゲーム内の強敵が倒せず宿題同様に諦

めかけていた 。  

今日はう ま く いかないな と考えている と 、

昼食を終えテレビを見ていた兄が声をかけて

きた 。 ゲームが行き詰っている こ と を話すと

攻略について色々と教えて く れ 、兄の助けを

得て二人で攻略する こ とに成功し 、 その後と

ても気分がよ く なった 。 ゲームを攻略した勢

いで断念していた数学の問題を兄に相談した

と こ ろ 、 こ ち ら も無事成功した 。  

ああ 、 なんていい日だ 、今日はう ま く いっ

た 。 これで夕飯後はゆっ く り友達とゲーム三

昧だ 。 あっ！そ う だ と 「 夕飯 」 の響きに今朝

から考えていた家庭の日の一言の件を思い出

した 。  

今夜何を言お う 。 と辺り を見回しながら 、

今日の出来事を思い出してみる 。家族に助け

られ 、協力する こ とで一日が楽し く 過ごせた 。

も っ と以前の日のこ と を思い出してみたが 、

毎日がその連続だと思った 。何気な く 過ご し

ている日々は 、未来がよ りいい結果にとなる

ため 、私はいつも家族に助けられている 。私

もその一員と しても っ と協力できたらいいな

と思いつつ 、近 く にあった化粧箱の鏡に映る

自分の顔が少し赤 く なった気がした 。  

その時 、今日の家庭の日に私が家族に向け

て話す一言はこれにし よ う と決めた 。 「 家庭

の日 」 それは家族への日々の感謝の気持ちを

伝える大切な日 。 お母さんいつもあ りがと う 、

お父さんお疲れ様 、 お兄ちゃんナイスと！ 。  

 

 

優秀 

「 改めて気づ く 」  

   竜王北中学校   一年  保坂  音葉   

 四月から中学校に入学し 、環境が大き く 変

化したと実感する 。日々の学校生活が変化す

る こ とは想像していたが 、夏休みもそ う であ

った 。部活動で登校する日も多いが 、課題や

テス ト 勉強に追われる時間も多 く 、家にいて

も一人だけ机に向かわなければならない 。小

学生の時のよ うに 、家で家族とのんびり過ご

す夏休みではな く なった 。昨年母から 、 「 家

族と過ごす時間も大切だけれど 、自分一人で
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過ごす時間も増えて く る と思う よ 。勉強が忙

し く なるだけではな く 、思春期に入る と一人

で考える こ と も増えたり 、自分のペースで過

ご した り したいと思う よ う になるかも しれな

いよ 。」 と言われたこ と を思い出す 。確かに 、

一人で過ごす時間が自然と増え 、 その時間も

大切にしているが 、 それでも家族といる時間

はやはり楽しい 。小学生の弟は父や母と リ ビ

ングで過ごす時間が多 く 、三人の話し声や笑

い声を自分の部屋で聞いている と少し寂しい

気持ちにもなる 。  

 昨年までは休日に外出する時は 、 お弁当を

持って 、一日のんびり過ごせる場所を選ぶこ

とが多かった 。 しかし 、今は休日にも部活動

があり 、外出できる時間が限られているため 、

行き先も限定されてし ま う 。 しかし 、 それで

も家族と一緒に外出する こ とは楽しみな時間

である 。外出先は限られてしま う よ う になっ

たが 、楽しみは行き先や目的地ではな く 、移

動中の家族の会話である 。普段 、父と母は仕

事を しているため 、帰宅する と家事に時間を

と られ 、のんびり と話をする時間があま り な

い 。 それに比べ 、移動中はいろんな話をする

こ とができる 。車中では弟のリ クエス ト で 、

ク イズやゲームをするこ と もある 。普段ゆっ

く り と話せない分 、みんなで笑いながら過ご

す 。 また 、学校の出来事や部活のこ と を話し

ている と 、自然に家族全員で盛り上がって く

る 。  

 私に と って 「 家族って何だろ う 」 と 、 この

作文を書きながら考えたと きに 、 すぐに思い

出す出来事があった 。 それは 、四月から入部

した吹奏楽部でのこ とだ 。 コ ン クールの練習

をはじめて間もない頃 、顧問の先生から 「 ピ

ア ノ を習っていて楽譜も読める し 、 リズム感

も良いから 、担当楽器ではないが 、パーカ ッ

シ ョ ン担当と して課題曲に挑戦してみない

か 。」 と勧められた 。一年生がコンクールに

出る こ とはあま り ないと聞いていたため 、参

加できる可能性がある と知り 、私は嬉し く な

った 。 しかし 、取り組んでみる と当然難し く 、

毎日練習に追われた 。一週間が過ぎた頃 、外

部講師の先生は時間をかけて練習に付き添っ

て下さ った 。わからないと こ ろ も教えていた

だき 、少し不安が減ったが 、悩んでいる私の

表情を見て 、今の気持ちをきかれた 。少し難

しいと答える と 、 「 できないと思う なら 、や

めた方がいいよ 」 と言われた 。頑張って練習

していたこ と を否定されたよ う な気持ちにな

り 、 とても悔しい気持ちになった 。家に帰っ

て 、自分の気持ちを話してい く う ちに涙も出

てきた 。両親は最後まで話を聞いて く れて 、

ア ドバイスも く れた 。 「 悔し さ を力に変えれ

ばいい 」 と言われ 、やる気のスイ ッ チ 、背中

をおされた気がした 。 しかし 、 それでもまだ

気持ちの整理がつかずに悩んでいる と 、静か

にそばにいて く れた 。気分転換になるのでは

ないかと 、私の好きなお店にも連れていって

く れた 。 だんだんと気持ちの切り替えもでき

て 、 それからは迷う こ と な く 練習に明け暮れ

た 。練習の甲斐あってか 、 コ ン クールでは 、

納得のい く 演奏ができた 。 ア ドバイスを も ら

えなかったら 、諦めていたかも しれないし 、

納得のい く 演奏もできなったかも しれない 。

家族の支えがあったから こそ 、私はコンクー

ルのステージに立てたと思う 。 そ して 、 コ ン

クールが終わった時に 、父から小学生での吹

奏楽部を勧められなかった理由を初めて聞い

た 。私は小さい頃からピア ノ と書道を習って

いた 。二つの習い事と も家での練習も欠かす
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こ とができず 、 それだけでも時間的にも気持

ち的にも余裕はなかった 。 そのため 、 それぞ

れが中途半端になってしま う と心配しての決

断だったそ う だ 。確かに 、今の私にはあま り

ゆと りはない 。小学校の頃から吹奏楽に入部

していたと思う と 、 おそら く 気持ちが参って

いたかも しれない 。父は 、私の性格を知って

いただけに 、入部を勧められなかったのだと

思った 。 しかし 、 その時は私の気持ちを受け

入れても らえず 、冷たい対応に聞こえたが 、  

今では感謝している 。目に見える優し さ では

な く 、先を見越した優し さ だったのであった

と後から気づいた 。  

 家族の支えは共に過ごす時間 、話を聞いて

く れる関係 、先を見通してのア ドバイスなど 、

後になって気づ く こ とが多い 。 しかし 、喧嘩

するこ と も多いが 、 いつもふざけて話しかけ

て く れる弟もいて 、私の気持ちを楽にして く

れる存在である こ とにも改めて気づ く 。  
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標語の部 作品 
【小学校低学年】 

最優秀 

敷島小学校 ３年 米本 美玖  
 
優秀 
みんなのぎゅーで ぼくのじゅうでん 100 ぱーせんと 

竜王小学校 １年 小林 旺雅  

パパとママ スマホ見ないで ぼくを見て 
竜王小学校 ２年 吉田 頼二  

【小学校高学年】 

最優秀 

 
敷島南小学校 ４年 名取 美湖  

 
優秀 
なぜだろう やっぱりおちつく 家のにおい 

竜王小学校 ４年 保坂 界翔  

お弁当 つたわる伝われ 母の愛 

双葉東小学校 ５年 清水 菜帆  

【中学校】 

最優秀 

 
敷島中学校 ３年 富山 紗希  

 
優秀 
おかえりの たった一言 ほっとする 

竜王中学校 １年 青柳 咲那  

反抗期 ママの弁当 身にしみる 

敷島中学校 ３年 池谷 心音  

おはようは みんなの元気を 知るあかし 

おはようと 言える今日を 大切に 

家族との 時間は私の エネルギー 



 

 

小学校低学年 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

小学校高学年 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ポスターの部 

【最優秀賞】 

玉幡小学校 ３年 

花輪 環那 

【優秀賞】 

竜王南小学校 ３年 

小林 篤史 

【優秀賞】 

竜王東小学校 ３年 

上野 由莉 

【最優秀賞】 

敷島南小学校 ６年 

大堀 今日香 

【優秀賞】 

双葉東小学校 ５年 

田辺 奏太 

【優秀賞】 

双葉西小学校 ５年 

生山 蘭夏 

【最優秀賞】 

敷島中学校 １年 

相原 眞央 

【優秀賞】 

敷島中学校 １年 

古屋 伶果 

中学生 

【優秀賞】 

敷島中学校 １年 

向山 煌生 


